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令和４年度 第２回島根県社会教育委員の会議 

                      日時：令和５年３月８日（水） 

                         １３：００～１５：３０ 

                      場所：サンラポーむらくも（八雲の間） 

 

○藤原GL それでは、ただいまより令和４年度第２回島根県社会教育委員の会議を始めま

す。 

 本日の会議は、島根県情報公開条例第３４条に基づき公開としています。 

 教育長の挨拶に先立ちまして、委員の異動がありましたので、御報告させていただきま

す。 

 邑南町の前教育委員会教育長、土居達也様が御退任となりました。後任としまして、市

町村教育長会から推薦をいただきました邑南町教育委員会教育長、大橋覚様を１月２４日

付で委嘱させていただいたところでございます。本日、当初は御出席の御予定でしたが、

議会対応のため急遽御欠席となりましたので、ここで紹介させていただきます。 

 また、委員の山﨑瑞穂様におかれましては、本日オンラインでの御出席となります。御

都合により１４時１５分頃には御退席される予定でございます。 

 それでは、開会に当たりまして、島根県教育委員会教育長、野津建二が御挨拶いたしま

す。 

○野津教育長 皆さん、こんにちは。教育長の野津でございます。本日は、皆様、年度末

の御多用なときにお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

お手元に月刊「社会教育」１月号、２月号、お配りさせていただいております。月刊

「社会教育」の方から、単独県特集を始めるにあたり、島根県から取り組みたいというお

話がありました。１月号に特集するのでということで私もインタビューを受けましたが、

ついつい２時間ぐらい話してしまいましたら、１月号に収まり切らずに２月号まで私だけ

飛び出てしまいました。 

 思い起こしますと、平成２３年に、私が社会教育課長だったときに、月刊「公民館」が

初めて単独で県の特集をするというときも島根県が選ばれました。私もそのときに、当時

の福間県公連会長と教育長と３人で、座談会に参加したことを思い出します。社会教育を

代表する国内の基幹的な雑誌が、今まで２県一緒に載せていたところを、単独で載せると

いう思い切ったことを始めるに当たって、ともに島根県を選んだということが、現代の日

本の社会教育における島根県の役割・立場・存在感を象徴しているのではないかと思って

おります。 

 私の話は、そんなに珍しい話をしたわけではなく、都会の人に対してなぜ島根という田

舎で社会教育に力を入れているのだろうという疑問に答える形で話しました。詳しくは記

事をゆっくり読んでいただきたいと思いますが、やはり人がどう生きるのか、どう暮らす
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のかというところに、行政とか大人とか地域社会とかがどう関わるのか、どういうウエイ

トを占めるのかということがポイントです。島根の在り方として、住民の方が人間らしく

生きるために社会教育のようなアプローチがやはり必要だということを述べました。社会

教育に携わる皆さんの日々の活動が、若い人、高齢の方、毎日一生懸命働いておられる方、

そういったあらゆる年齢層の支えとなっており、生きがいや人間らしい暮らしをできるよ

うな素材を提供し続けています。これが島根県で社会教育が必要とされている根本の理由

だろうという発想が私にはあります。 

 コミュニケーションという、言葉を話す・聞くという本能が人間にはあります。その本

能を満たすために人は移動し、新しい知識も得ていきます。こういう基本的な行動が、経

済的な満足では代替することができない生きる原動力となっています。島根県にはたくさ

ん娯楽施設があるわけでもありませんし、経済的に裕福でもありません。しかし、コミュ

ニケーションという人間の本能を満たす一番贅沢な環境が島根県にはあると考えています。 

 そう考えると、少子化や過疎化という問題は、本能を満たすという意味で非常に環境が

悪くなっているといえます。人がいなくなり、普通に隣を向いて話せなくなっています。

少子化は、次の世代に何かを伝えたいのに子どもがいないという「子どもの過疎化」にも

つながっています。 

そういったところでやはり人間として生きていくためには、移動して人と関わり、話

したい、伝えたいという本能を満たしていく必要があります。この意欲が島根のエネルギ

ーとなっています。悲しいことですが、過疎化、少子化であることが、社会のエネルギー

となっているともいえます。 

 これが実は、島根の地域力の一つの正体だというふうに思っています。全国的にあと２

０年するとどこも同じような状況になってきます。我々は２０年先行してこういう状況を

経験しており、なおかつそこでしっかり生き抜き対応しています。社会教育としてシステ

ムをしっかり提供できているので、そういうことがうまくいっていると感じています。 

 そのような思いを２時間ほど話しましたが、雑誌の編集長や放送大学の先生、社会教育

を学んでいる大学院生など都会の人が聞くと「なるほど。」と言われます。島根のような

環境で育っておられませんので、社会教育がそんなに必要とされていない社会で生きてお

られますから、意識せずに生活しておられるのだろうと感じました。しかし、先ほど言い

ましたように、あと２０年もすれば日本全体で意識するようになると思います。そのとき

に、「ああ、島根ってやっぱりすごいね。島根に学ぼう。」となると私は思っています。 

そのためには、やはり我々はトップランナーであり続けたいです。住民の方、あるいは自

分自身一人一人が、輝いて生きる、満足して生きることができるように、我々教育委員会

も、こういったことを基に話し合いをして、しっかり磨き上げていきたいと思います。ま

た、こうやって活動されている皆様方のお知恵も拝借しながら、ますます島根の社会教育

が発展するようにこれからも努力してまいりたいと思っておりますので、どうぞ皆様、御
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理解と引き続きの御協力をよろしくお願いいたします。本日はありがとうございました。 

○藤原GL 野津教育長は他の公務がありますので、ここで退席させていただきます。 

初めに、資料の確認をさせていただきます。本日配付しました資料は、事前に送付いたし

ました会議資料と、机の上に置かせていただきましたクリップ留めの資料が２種類、また、

先ほど挨拶の中にもございました月刊「社会教育」の１月号、２月号と、「かわもと「あ

そラボ」」のリーフレットを配付いたしております。もし不足等ございましたら、お知ら

せいただけばすぐにお持ちします。よろしいでしょうか。 

 それでは、島根県社会教育委員の組織、運営等に関する要綱第４条により、会長が議長

となりますので、これからの議事進行は有馬会長にお願いいたします。 

 有馬会長、よろしくお願いいたします。 

○有馬会長 それでは、進行をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 今、教育長さんの御挨拶を聞きながら、島根の社会教育という立派なフィールドを、私

たちはさらに発展、進化させるという、そういう役割も担っていると思った次第ですが、

今日もそういったことを目指して、皆さんと話し合いできる機会になればと思っておりま

す。 

 最初に、令和５年度の社会教育関係団体への補助金の交付について御審議をお願いいた

しますが、御承知のように、補助金を交付する場合には審議が必要となるということです。

よろしくお願いします。 

 では、事務局からお願いします。 

○福本SL 先ほど有馬会長の方からお話をいただきましたけれども、島根県から団体に補

助金を交付するときには社会教育委員の承認を得るということで、関連法令等、資料の３

ページのところに載せさせていただいております。 

 補助金の考え方ですけれども、団体が全国大会、中国ブロック大会等の大規模な事業を

実施する際、事業費補助を検討するということになっております。ちなみに、第１回のと

ころでもお伝えさせていただきましたけれども、令和４年度につきましては、日本ボーイ

スカウト島根連盟に補助する予定でしたが、大会が中止になったため、補助せずというこ

とになっております。 

 次年度、令和５年度につきましては、第４５回中国・四国地区社会教育研究大会島根大

会が島根県民会館を会場に計画をされております。資料の５ページ、６ページを御覧いた

だきますと、若干、案の段階で埋まってないところもございますけれども、１１月１６日、

１７日の２日間で大会が計画されているところでございます。 

 資料に戻っていただきまして、４ページ、この研究会に対してこのような予算で計画を

しておられまして、県からは５５万円の補助を御提案をさせていただきますので、御審議

をお願いいたします。 

○有馬会長 今、説明がございました。何か御質問がございますか。 
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 補助金の交付を御承認いただける委員の皆さんは、挙手をお願いしたいと思います。 

〔賛成者挙手〕 

○有馬会長 ありがとうございました。 

 それでは、御承認いただいたということを確認いたしましたので、補助金を交付してい

ただくことにいたします。 

 それでは、次に行かせていただきますが、報告や説明事項に移らせていただきます。 

 １つ目は、社会教育課の令和５年度の主要事業についてですが、私たち社会教育委員と

して、社会教育課が行っております事業についてはよく理解しているというか、よく分か

っているということが委員として大事ですが、その説明をいただく時間が前回も十分では

ありませんでしたし、私達も自学、自習をしなければいけないところもあるように思いま

す。今日も短時間ですけれども、重要な部分について若干の説明をお願いしようと思って

おります。 

 それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

○福本SL それでは、失礼いたします。 

 資料７ページから１１ページまでのところで、令和５年度事業の資料を載せております。

ここでは令和５年度の新規事業についてのみ御説明をさせていただきます。 

○高橋 資料は１０ページを御覧ください。令和５年度新規事業ですけれども、「学びの

サイクル」による人づくり促進事業について御説明いたします。 

 県では、地域住民を巻き込みながら地域の課題解決を図る取組、また、地域を担う人づ

くりに取り組む公民館等を、これまで様々な事業によって支援してまいりました。その事

業に取り組んでこられた公民館等を中心に、人づくりのスキルやノウハウが徐々に蓄積さ

れてきているところです。しかしながら、毎年県で実施している公民館等実態調査におい

ては、公民館等が把握している地域課題として近年トップになっているのが次世代の人材

育成とリーダー育成でありまして、令和４年度の調査では、実に約６割の公民館等が地域

課題であると感じていらっしゃいます。これまで様々なアプローチをしてきてはいるもの

の、なかなかそう簡単に解決できる課題ではないということが言えると思います。このこ

とから、次世代の人材育成はもはや公民館等だけでなく、地域全体で意識を持って取り組

んでいくことが必要ではないかと考えます。 

 そこで、令和５年度から新たに取り組むのが「学びのサイクル」による人づくり促進事

業です。この事業は、学びのサイクルを生み出す活動を地域団体と一緒になって実施する

公民館等に対して、市町村が支援することによって地域住民の人づくりを進めていくとい

うことを目的としています。 

 ここで言う学びのサイクルとは、資料では点線の枠の中に示しておりますが、学習や実

践活動をきっかけに地域住民が気づきや達成感、向上心を得て次の学びに向かい、繰り返

すことによって成長していく過程のことです。イメージとしますと、右側のところにある
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矢印の絵ですとか、下のところにもありますけれども、気づき、達成感、欲求、向上心が

ぐるぐる回りながら、その中で人が成長していくというようなイメージです。 

 人づくりのスキルやノウハウを蓄積した公民館等と様々な思いやアイデアを持っている

地域団体等が連携して、地域住民のための学習や実践活動を考え実施していく、そうする

ことによって、地域住民に学習や実践をきっかけに学びのサイクルが生み出されることに

よって当事者意識が高まり、将来的には地域課題解決の取組などに自発的に関わり始める

人材育成につなげていただきたいと考えています。 

 こうした公民館等の取組に対しまして、市町村には支援ですとか助言をしていただいた

り、例えば、計画づくりの段階から、地域の数年後のイメージを持ちながら一緒に計画を

つくっていったりするのは、人づくりを進めるプロセス、社会教育の流儀でもあります、

集って、楽しんで、学んで、動いて、変えていく、これを意識した取組となっていくよう

に、公民館等の取組に対して助言していっていただきたいと考えております。 

 支援内容については、資料に記載しておりますように県が２分の１を補助しまして、上

限額等も３０万円と設定をさせていただいています。 

 こういった公民館等と地域団体が連携した取組、県内各地で行われたものは、県の公民

館連絡協議会とも連携して、その活動事例を県の研究集会等で紹介したり、活動を掲載し

たリーフレットを配布したりするなどして横展開を図っていきたいと考えています。また、

ウェブページ等にも掲載して広く周知していきたいと考えております。 

 地域の５年後、１０年後の姿を見据えて取組を進めていこうとする公民館等の背中をそ

っと押すようなイメージの事業、将来的な地域づくりなどのベースになる、当事者意識を

持った人づくりにつなげていきたいというふうに考えております。 

 説明は以上です。 

○有馬会長 ありがとうございました。 

 御質問や御意見がありますでしょうか。 

 ふるさと教育というキーワードが、社会教育の中でも学校教育の中でも大事にしてきた、

島根の大事な事業の中心的なキーワードでもあるというふうに感じます。 

 御質問ございませんか。 

○久佐委員 事業については、今の「学びのサイクル」による人づくりも新規事業という

ことでお聞きしましたが、従来の事業は今までとそう変わらないというということでした。

昨年度のこの会でも、中央教育審議会の答申の「つながる社会教育」とか「人づくり」と

か、そういったものをキーワードに意見を求められた中で、「横串」であるとか、「境界

を溶かしていく」といったお話が、資料の中や昨年度のこの会の中でもあったように思っ

ています。今日の会では、そのことをテーマにもう一度議論をしていこうという話で、私

はそれを議論することはとても大事だと思っています。例えば皆さんが実施される既存の

事業であっても、そういったことを我々委員に意見として求められると同時に、今、社会
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教育行政の中で取り組んでおられる方が実際どういうふうにそれを思っておられるかとか、

昨年度からテーマとして取り上げられているものを今年度の事業の中でどうやって形とし

て生かそうとされているかというものがあれば、それをお話として聞かせていただくと、

我々も肌で感じていることをお話しさせていただくことができます。実際県の社会教育振

興行政の中で研修なり、事業体の中でそれを今どのように模索されているのかということ

がかみ合っていくと、さらによりよい議論につながるではないかと思います。今ここで発

言すべきことではないかもしれませんが、ぜひそういうことも踏まえていただけるとあり

がたいです。以上です。 

○有馬会長 いずれにしましても、社会教育課を中心にして行っている県の社会教育諸事

業というのが代々受け継がれていて、行政内でも検討されているわけですし、私ども外の

者にも分かりやすく広報していただいていて、県民挙げて、関係機関等こぞって社会教育

が振興するように機能していけばよいという気持ちを、さきほど久佐委員もおっしゃった

のではないかというふうに思います。 

 それでは、次へ行かせていただきまして、続いて、中国・四国地区社会教育研究大会島

根大会について、ここまでのところで現状について御説明いただこうと思います。 

 よろしくお願いします。 

○福村SL 失礼します。中国・四国地区社会教育研究大会は、令和５年１１月１６日の木

曜日、１７日の金曜日、２日間で開催いたします。 

 この大会は、これまで島根県が進めてきた社会教育をベースにして、島根ならではとい

った部分を大切にしながら、平成３０年１２月２１日に中央教育審議会から出された、い

わゆる「社会教育振興答申」という答申の中で出てきた理念を重ね合わせ、新たな社会教

育の方向性を考えるとともに、社会教育の可能性や、先ほど教育長からもありましたけれ

ども、役割、立場、存在感など、価値に光が当たるような、そのような大会になればよい

と思って進めております。 

 大会スローガンは、「縁結びの地 島根で 学ぼう、つながろう、始めよう！ ～地域

の人づくり・つながりづくりを進めるために～」としております。縁結びの地であるこの

地に、神在月に開催をするというところで、中四国、その他から集まっていただきたいと

いうふうに願いを込めております。 

 会場は県民会館を貸し切って行います。 

 次に、参加者ですけれど、御覧のとおり多くの方とともに学び、語り、つながりたいと

いうふうに思っております。ぜひお誘い合わせの上、御参加いただきたいと思います。参

加費は資料代込みで３，０００円となっております。 

 ５ページに日程を載せていますが、６ページに次第が載っておりますので、そちらから

少し内容をお話しさせてください。 

 １日目、午後からスタートとなりますけれども、アトラクションとして浜田商業高校の
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郷土芸能部の皆さんに神楽の演舞をお願いしようと思っております。研究大会では、よく

何かを見せて終わりというようなことがございますけれども、さらに突っ込んで、この演

舞を行った生徒さんたちにインタビューをする、あるいは、できれば地域指導者の方にも

ちょっとお話を伺うとかしながら、その演舞に至るまでの地域とのつながりみたいなとこ

ろに、少し光を当てることができればいいと思って計画をしているところです。 

 続けて、開会行事は御覧のとおりです。この中に社会教育委員被表彰者の紹介も考えて

います。 

 基調講演は明石要一先生にお願いをしています。明石先生は、中央教育審議会の答申を

つくるに当たっての座長を務めておられます。特にこの答申についての内容を熟知してお

られ、これから目指していく社会教育の在り方、その辺りも踏まえた上でお話をいただけ

るのではないかと思っているところです。具体的な内容についてはこれから詰めていくよ

うになると思います。 

 続きまして、パネルディスカッションですけれども、答申の中で謳われています「開か

れ、つながる社会教育の実現」、その具現化に向けたいろいろな対話になればと思ってお

ります。コーディネーター、パネリストの皆さんはそちらに載っていらっしゃる方々です。

島根が誇る実践の方々にお願いをしています。内容は、社会教育と学校と少し掛け合わせ

た話になっていくのではないかと思いますが、具体例、具体の話を進めていただけるので

はないかと思っております。 

 そして、明石先生にコメンテーターとして入っていただいて、これらの話がどういう位

置づけになっていくかというところについて少しコメントを入れていただきながら、２日

目の分科会への橋渡しのようなところでお話をいただければと思っているところです。 

 １日目は閉会行事をして終わります。 

２日目は分科会になります。今までと少しスタイルを変えて、「しまねの社会教育で

大切にしたいこと」にある、リンゴの木の絵がなんとなくイメージできるようなにしたい

と思っています。いろいろな形で社会教育が他部局と関わって効果を上げている、あるい

はそういう思いを持って社会教育を取り入れている、そういうことが伝わるような分科会

になるように考えているところです。 

 この分科会の項目立てについては、今回、島根大会で新たにつくったものです。イメー

ジのすり合わせのところから丁寧に行い、中四国の各県に発表を呼びかけました。発表者

もまだはっきりと決まっているところではありませんが、今のところ御覧のような方々で

お願いをしているところです。どの分科会も島根県から１つの事例発表をするというふう

に考えています。 

 １つ目は、「地域づくり」と「社会教育」を掛け合わせる、地域づくりの中に社会教育

の視点も入れる、前回は「えーひだカンパニー」の事例発表も聞いていただきましたけれ

ども、そういった内容で香川県と島根県の事例発表を聞いていただきます。 
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 ２つ目は、これは今までに全くなく、チャレンジングな内容ですが、「福祉」と「社会

教育」と掛け合わせて考えてみたいというような内容で、広島県と島根県が発表します。 

 ３つ目の「子ども」掛ける「社会教育」の部分では、高知県と島根県が発表します。島

根県の発表については、今日発表していただきます川本町の事例を発表していただきます

ので、本日一緒に勉強していきたいと思っております。 

 そして４つ目、「社会教育委員」掛ける「未来」ということで、社会教育委員の皆さん

の活躍ですとか活動、そういったところに視点を当てていきます。鳥取県と島根県が発表

します。 

今までの大会はただ「分科会」という名前でしたが、島根大会では、タイトルを「人

づくり・つながりづくりを進める分科会」としました。何の分科会なのかというところを

少し明らかにして、社会教育は人づくり・つながりづくりを進めるというような思いを主

張するような形でタイトルをつけております。 

 そういった人づくり・つながりづくりを進める分科会を２日目に行いまして、１２時に

なりましたら会場ごとに終了というようなところで考えております。 

 大変駆け足で説明いたしました。この後、福本からも説明があると思いますし、川本町

の発表にも関わってくるところが大いにあると思います。どうぞ皆様、お誘い合わせの上、

御参加いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○有馬会長 前回の会議でも少しお話があったことでございますけれども、今年の秋に中

四国大会をいよいよ迎えることになりました。 

 今、説明にもありましたけれども、この大会を迎える準備として、県内の社会教育委員

の代表であられる各地区の理事の方々の集まりの社会教育委員連絡協議会というのがござ

います。そこが中心になって実行委員会を立ち上げて、そこで社会教育課の御指導を受け

ながら、言わば実行委員会がこういう素案をつくり上げてきたという形を取っております。

今やっと形が整ってきたということで、間もなく県外に対しても大会の案内を示していか

なければならないという時期を迎えてくるわけでございます。 

 まだ変更の余地はあるわけでございますので、今日の説明を受けまして、皆さんの方か

らも何か御助言がいただければありがたいかというふうに思います。何か御意見や御質問

がありましたらお願いしたいと思います。 

 御承知のように、中四国は９つの県がございますので、９年に一度回ってくる大会とい

うことになります。私はたまたま前回にも関わっておりましたけれども、今回はコロナの

関係で２年延びてしまい、１１年ぶりの島根大会ということになりました。本当は一昨年

終わっていてもいい大会と言えるかもしれません。 

 今、教育長さんのお話にもありましたように、島根の社会教育というのは非常にレベル

も高い、立派だというようなことが県外にもとどろいているわけでございますので、それ

らの期待に応えるいい大会にしていく必要があるという緊張感があります。私は力になり
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ませんけれども、大会に一人でも多く参加してもらおうという気持ちで、やや緊張感を持

っておりまして、お手元に薄紫、これは県民の歌の色合いを反映させた色ですけれども、

名刺を作って、これを様々な場面でお配りしようと思っているところです。 

４５０名ぐらいは来ないと採算が取れないという言い方はおかしいですが、一人でも

多く参加していただくという努力も一方では必要ですし、いい大会、質の高い学びがいの

ある大会にすることの方がもっと大事かもしれません。皆さんのお力添えもいただいて進

めていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 それでは、御質問とか御意見はないでしょうか。 

○大地本委員 質問ですが、中四国大会ですが、これはどこの県、中四国以外からでも参

加が可能でしょうか。 

○福村SL はい、可能です。 

○大地本委員 分かりました。ありがとうございます。 

○福村SL できれば全国津々浦々からたくさん来ていただけると、盛り上がるのではない

かと思っております。 

○有馬会長 参加資格などはないですよね。 

○福村SL はい。社会教育関係者でなくても参加は可能です。 

○有馬会長 社会教育委員が中心になって開催している大会ですが、参加していただく方

に制限はありません。例えば婦人会の方とかＰＴＡ関係の方だとか、コーディネーターの

方も、いろいろな形で社会教育を学ぶ場として、広く門戸が開かれているというふうに言

っていいと思います。 

 それでは、続いてまだ議論すべきことがございますので、次に行かせていただいてよろ

しいでしょうか。 

 皆さんの中でお気づきがありましたら社会教育課の方へお願いしたいというふうに思い

ます。福村SLが窓口になっていますので、よろしくお願いします。 

 それでは、その次、前回、高尾副委員長から質問がありましたが、博物館の役割と現状

について社会教育課より説明がありますので、よろしくお願いします。 

○山本GＬ それでは、失礼いたします。 

 島根の社会教育における博物館の役割についてでございます。資料がございますが、お

手元にカラー版、一番上に資料１と打ってありますリンゴの木の図があると思います。資

料１から５までございまして、それに基づいて説明をさせていただきます。 

 島根の社会教育における博物館の役割についてですが、資料１のリンゴの木でイメージ

をしております。人づくりを進めていく土壌における学びつながる場の一つが博物館でご

ざいます。歴史、芸術、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管をし、展示しなが

ら各種事業を行いまして、あわせてそれらの資料に関する調査研究を進めていきながら、

地域に根差した学びの場を提供しております。 



－10－ 

 続いて、資料２ですが、県が所管する博物館、類似施設も含みますが、今年度の講座や

イベント等を簡単にまとめております。常設の展示に加えまして、年間通して様々なテー

マ設定の下で学びの場を提供しております。例えば、古代出雲歴史博物館のギャラリート

ークですが、担当学芸員による展示解説等を行いながら大人の学びの場を提供しておりま

す。また、資料の一覧表にはございませんが、八雲立つ風土記の丘ではガイドの養成講座

等を実施いたしまして、学んだことを生かすことにもつなげております。 

 続きまして、資料３についてです。所蔵の資料を活用したアウトリーチによる学びの場

の提供についてです。博物館に所蔵されている資料や学芸員等の知識を学校等で行われて

いる学習の場に提供し、子どもたちが学びを深めることに寄与しております。 

 そして、資料４ですが、博物館法の一部を改正する法律についてです。この法律につい

ては令和４年４月に成立し、令和５年４月１日から施行となっております。改正のポイン

トは、登録要件の見直しによりまして登録博物館が増える可能性があることです。あらゆ

る人に対する学びを提供する場の増加が期待されております。また、博物館の役割に文化、

観光の拠点としての役割も追加されるなど、より魅力的な活動を展開されることが期待を

されております。 

 最後に、資料５についてです。先ほどの一覧表にもございました施設の一部でございま

すが、県のふるさと教育のホームページにリンクを貼り、広く情報提供を行っております。 

 以上のように、博物館は子どもから大人まで様々な世代を対象とした学びの場であると

ともに、学んだことを生かす場でもございます。 

 簡単ではございますが、以上で博物館の役割及び現状についての説明を終わります。 

○有馬会長 ありがとうございました。 

 博物館とか美術館とか図書館というのは重要な社会教育施設で、社会教育を考えていく

ときには外してはならない施設ですけれども、私どものこういう会の場でも話題に上がっ

てくることが少なかったという、そういう反省もあってのことだと思いますが、高尾副委

員長さんがこの前御質問なさったわけでございます。 

 高尾さん、何かありますか。 

○高尾委員 丁寧な御説明ありがとうございます。 

 島根県内の各機関の取組、非常に重層的に一覧化していただいて、改めてお礼申しあげ

るところであります。 

 地域と人材育成ということで、この場では非常に時間を割いて、大きなテーマとして議

論されております。そのことが一番大事だと思いますが、日本全体含めて、例えば科学技

術の研究、若者が大学とか大学院等でなかなかポストが得られないとか、そういう面で将

来的にそういう研究部門が先細りするのではないかという、そういう大きな懸念が今ある

と伺っております。論文数も随分減っていき、将来日本からノーベル賞の受賞者が出ない

のではないか、今危機的状況にあると言われている部分があります。必ずしもそうではな
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いかもしれませんが、子どもの頃から、やはり広い視野でいろいろなものに興味を持って

いくという、そういう育ち方というのが一方で大事だというふうに思っておりますし、地

方でできることというのは、やはりいろいろな意味で都会地とは違う学びの場を提供でき

ると考えております。法律改正もありましたけれど、それを機にますますこの取組が進ん

でいくということを期待させていただきます。御説明ありがとうございました。 

○有馬会長 私たちとしては、博物館等も県民に広く関心を持っていただいて、利用して

いただいて、社会教育の推進の一翼を担っていただくように、いろいろな点から我々も考

えたり提案したりしていく必要があるということになろうかと思います。 

 それでは、次に行かせていただきますが、よろしいでしょうか。 

○山本GL 事例発表に入る前に、先ほど久佐委員様の御質問について説明をさせていただ

きます。 

 先ほどのリンゴの木がありましたけれども、島根の社会教育では非常にこの図で表して

いることを大切にしております。先ほど高橋の説明にもありましたが、集って楽しんで、

そこで学び、こういうことをしたい、やってみたいという思いがあって、そこでつながり

をつくりながら動いて変えていくということを島根の社会教育では大切にしてまいりまし

た。それを回していく一つの手段が、先ほど説明しましたそれぞれの事業であったと思い

ます。実際に我々は他部局とも連携をしながら、この後、川本町の事例発表もありますが、

境界を溶かしていきながら動きをつくっていく、まさにそういった事例だと思っておりま

すので、また事例を見て御意見をいただければと思っております。 

 それに関連して、お手元の資料の１２ページに社会教育主事講習の今年度の一覧を載せ

ております。社会教育の専門家を養成していくという講習でございますけれども、今年度、

これらの講習に県内から９２名の方が受講をされました。実際には分割履修といって、２

年、３年かけて単位を取得される方もいらっしゃいますが、９２名のうち、今年度予定で

は６６名が修了され、社会教育士が誕生することになっております。公民館職員が約３割、

市町村教委の方が大体２割いらっしゃいますけれども、その他にもコーディネーターであ

ったりＮＰＯであったり、民間の企業の方も社会教育士として誕生しております。我々は

今後そういった方々のネットワークをつくっていきたいと思っております。それぞれの活

動で人がつながりながら動きをつくっていく、またその小さな渦が大きな渦に広がってい

く、先ほどの、集って、楽しんで、学んで、動いて、変えていくということを大切にしな

がら、横展開をしていきたいと思っております。 

 そこで、今年度から、県内５つの教育事務所管内で社会教育主事と社会教育士のネット

ワークをつくる研修会をスタートいたしました。来年度はさらに広げていきながら、公民

館職員、コーディネーター、民間の方も入っていただいて、地域単位でネットワークを広

げていき、最終的には島根県全体に広げていく、またそれが全国ともつながっていく、そ

ういったことを今年度から始めているところでございます。各事業を通して人材の育成、
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養成を図り、横のつながりや様々なつながりをつくりながら社会教育を展開していきたい

と思っております。 

 事例発表を通しながら、また意見交換させていただければと思っております。以上でご

ざいます。 

○有馬会長 ありがとうございました。 

 今のお話について何か御意見や御質問ありませんか。 

 社会教育士の誕生から、やっぱり新しい社会教育の組織づくりというか、つながりづく

りも検討なさっているわけです。今後に期待したいところです。 

 それでは、次に行かせていただきますが、今日は特別に事例発表をこの場でお願いする

ことになっております。 

 今回、事例発表いただきますのは、川本町で行われております、「「あそラボ」」の取

組でございます。中国・四国地区社会教育研究大会の分科会において、川本町さんにはそ

この中の１つを担当していただいて、発表する予定になっております。今日はその中の代

表として、発表していただくことになっております。 

 川本町の皆様、遠方よりお越しいただきありがとうございました。よろしくお願いいた

します。 

○福本SL それでは、皆様と画面共有しながらお話をいただこうと思いますので、見えや

すい位置に御移動いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 先ほども有馬会長からお話がありましたけれども、本日、川本町で取組を進めていただ

いております、「「あそラボ」」の取組について事例発表をお願いさせていただきました。

本日４名来ていただいておりますので、簡単に御紹介をさせていただきたいと思います。

まず、「あそラボ」の活動拠点になっておりますコミュニティーカフェオレンジの店主を

しておられます、大村さんです。 

○大村氏 大村です。本日はどうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

○福本SL 川本町教育委員会のほうから坂根課長様。 

○坂根氏 坂根です。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

○福本SL 同じくまちづくり推進課のほうから伊藤課長様。 

○伊藤氏 伊藤です。よろしくお願いします。（拍手） 

○福本SL そして川本町の派遣社会教育主事の竹田さんです。 

○竹田氏 竹田です。よろしくお願いします。（拍手） 

○福本SL それでは、早速ですけれども、発表をお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○大村氏 皆様、改めまして、こんにちは。本日は貴重なお時間をいただき、どうもあり

がとうございます。 

 自分の方から「あそラボ」の活動の紹介をさせていただきますが、動画をつくってきて
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いますので、そちらを見ていただければと思います。８分ほどの動画になります。それで

は、流させていただきます。 

〔映像視聴〕 

○大村氏 どうもありがとうございました。 

 今、子どもたちの活動の様子を紹介させてもらいましたが、どういった経緯で、この

「あそラボ」が立ち上がっていったのかについては、竹田先生の方から紹介していただき

ます。 

○竹田氏 それでは、続いて私から、先ほどのような活動がどのような町で起こっている

のかというところを説明させていただきたいと思います。 

 川本町は、御存じの方もたくさんおられると思いますが、島根県の真ん中に位置する町

でして、人口が約３，１００人程度、公民館エリアが３つありまして、保育所も３つあり

ます。特徴的なのが、小学校、中学校、高等学校がそれぞれ１校ずつで、規模も全校児童

が小学校１２８名、中学校５７名、高等学校２１４名です。地元の子でいうと、一学年大

体２０名程度の人数になっております。画面に写っております左側の悠邑ふるさと会館と

いう大きな建物がありまして、この後も実はここで行われたイベントの紹介もさせていた

だこうと思いますので、楽しみにしていただけたらと思います。特産品であるエゴマです

とか、もうじき開花をするのではなかろうかというイズモコバイモ、森の妖精と言われて

いまして、すごくきれいな可憐な花が咲きます。そして、先の映像にもありましたが、一

番右下のところに、廃線になった三江線、ここの駅の利活用をどのようにしていこうかと

いうことに対して、その担い手の一つが子どもたちが中心になってやっている活動である

ことを見ていただきたいと思います。 

 今日は、お伝えすることが３つありまして、１つ目が立ち上げの背景、２つ目が活動の

実際、あと、今後の方向性といった、この３つの点についてお話をさせていただきたいと

思います。 

 これは令和元年８月に行われた２泊３日のサマーキャンプのときの１枚ですが、上段が

小学生で、下がキャンプリーダーとして参加してくれた高校生です。このほかにも地域の

方が数名お手伝いいただいておりますが、ここには写っていません。次の１枚ですが、こ

れは、「かわもとぽかぽか親子プロジェクト」という事業の中で行ったもの、これは同じ

く令和元年の１０月、ハイキング登山の様子です。町内の家族の皆さんを対象にして行い

まして、後ろの辺りに高校生が何名かいて、実はこれ大村さんです。その隣に自分が写っ

ています。令和元年度、教育委員会の事業に高校生が関わって、大村さんも関わってやっ

ていたということが現状した。 

 そんな大村さんと一緒に活動していく中で、大村さんの思いに触れることになりまして、

町づくりはまず、人づくりが大事だとか、川本町に集まる生徒たち、しまね留学をしてく

る高校生が２１４名の中にかなりいますので、その子たちの成長の支援ですとか、企画力、
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運営力、あと対話力のある高校生の育成だとか、「高校生」×「地域のひと、もの、こ

と」は、川本町の町の魅力のアップになるのではないかということを、一緒に活動する中

で感じました。そして、時を同じくして、島根中央高校のまちごとキャンパス構想の策定

に関わらせていただきました。二本柱の一つに、地域と連携した教育活動の推進・充実と

いうものがあり、実際に子どもたちが地域に出かけていく回数ですとか、内容ですとか、

地域と関わることを大いにやってほしいというようなことを社会教育の方で命を受けてお

りまして、そこで自分も関わる機会が多くなっている状態でした。 

 そのタイミングに大村さんの思いとか取組だとか、町教育委員会、まちづくり推進課の

思いとか願いだとか、高校のキャンパス構想の取組だとか、そういったところが重なって

いくと面白いのではないかと思っていました。令和元年の終わり頃に何とかならないかと

考えていたときに、何とタイミングよく、県の「ふるさと人づくり推進事業」というのが

令和２年度から始まるということで、その中の「ふるさと活動モデルづくり事業」に申請

し、ここに向けてみんなでやっていこうということになりました。 

 令和２年度は、実はコロナが猛威を振るい始めた年でして、なかなか思うような活動は

できませんでしたが、今日までの約３年間、ちょっとずつちょっとずつ活動を積み重ねな

がら、今見ていただいたような動画のところまで来たのが現状です。この後、もう少し詳

しく大村さんから説明をしてもらおうと思いますので、よろしくお願いします。 

○大村氏 先ほどの動画で最後の方にベンチャーキッズスクールというものがありました

が、あれは、島根県の中小企業課の事業を使って行っています。自分が幾つか大切にして

いることがあり、上の子がさらに下の子を支え、下の子がさらに下の子を支えていくとい

うような循環が生まれていくと、自然と大人がいなくても、「上の子が下の子を」という

文化がどんどん育まれていき、自然と自立していくような流れができるのではないかと考

えています。そこに、ちょうどベンチャーキッズスクールという県の事業がありまして、

自分たちで価値をつくっていけるという、その感覚も身につけられると思ったわけです。

下の子を支えていこうという文化に加えて、自分たちでもこの地域を何とかしていける、

自分たちの仲間と一緒に頑張っていけば、何とか自分たちのコミュニティーを支えていけ

るという感覚につながるのではないかというところで、価値づくりというところと上の子

が下の子を支えていくというところを個人的には大切にしながらやっています。 

 先ほどのベンチャーキッズスクールの感想を子どもたちは述べていたのですが、あれが、

１１月くらいのイベントの出店したときの感想で、１２月の末ぐらいにもう一回、町内の

イベントに出店して、今年度のベンチャーキッズスクール事業を終わろうと思っていまし

たが、その１２月のイベントが中止になってしまいました。どうしようか悩んでいたとき

に、小学生たちと中学生たちが話し合いをして、「もうつくっちゃおう、イベントをつく

ってしまおう。」というところに話が進んでいきました。そのタイトルがこの「全人類が

楽しめる祭りイエイ♪」というものでした。先ほど竹田先生が最初の紹介のところで言わ
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れていた邑南ふるさと会館という大きい施設を使って、開催に向けていろいろ計画をしま

した。２月１６日に実施をしましたが、本当に何か自分もどうなるのかという不安ばかり

でした。しかし、このタイトルのとおり、本当に子どもたちの純粋にみんなに楽しんでも

らいたいというところが、自分の中ですごい支えになって、それに共感したのは自分だけ

じゃなくて、地域の大人たちも、やっぱりその子どもたちの純粋な無垢な思いにすごく共

感をしてくれました。開催の直近までばたばたするような、前日とか当日もかなりばたば

たしていましたが、でも本当にいいイベントが開催されたというふうに思っています。こ

れから、その企画・準備のところの動画と、当日の様子、あと、子どもたちだったり、そ

のときに手伝ってくれた大学生だったり、高校生とか、地域の方の感想も含めた９分ほど

の動画になりますので、また御覧いただければと思います。 

〔映像視聴〕 

○大村氏 どうもありがとうございました。 

 「あそラボ」では「『やってみたい！』を地域でかなえる」というテーマを掲げていま

すけれども、自分自身もこういう形をつくっていきたいという、自分自身のやってみたい

ことを本当にこの川本という地域でかなえさせてもらっていると思っております。まだま

だここでは紹介し切れなかった子どもたちのたくさんの活躍があります。それこそベンチ

ャーキッズスクールの事業の組立て、例えば、中学生たちが中心になって申請書を作って

２５万円の補助金を得たという経験もしています。信じて投げれば何かしら返してくれる

というのは、本当に毎日毎日、自分自身勉強させてもらいながら感じさせてもらっていま

す。最後に竹田先生の方から、この取組の今後について説明してもらいます。 

○竹田氏 子どもたちの様子を、映像ではありますが御覧いただいて、私自身も感動した

部分もありましたが、皆様にも伝わったのではないかと思っています。大学生が出ており

ましたけれども、実は、その大学生のうちの一人は県外の子です。島根中央高校にしまね

留学をしまして、今年度１年間大学を休学し、「あそラボ」にインターンをして１年間ど

っぷりつかって活動をして、ついこの間、東京の大学に帰っていきました。大学に復学す

るけど、何かの機会にはぜひ関わりたい、友達を連れてきますと言ってくれました。その

ように、大学生もどんどんつながっていき、つながりがつながりを産んでいき、川本町が

ますます元気になり、盛り上がっていくことを期待しているところです。 

 以上で取組の紹介を終わります。ありがとうございました。（拍手） 

○有馬会長 発表してくださいました川本町の皆さん、ありがとうございました。 

 これからしばらく時間をいただきまして、今の事例発表を聞きながら皆さんの方から感

じたこと、御意見等を出していただけたらと思います。今の発表に対して、御質問でもあ

れば出していただけたらと思います。質疑応答のような感じでしばらく進めたいと思いま

す。時間を３０分や４０分いただいていますので、たっぷり議論ができたらと思っていま

すので、よろしくお願いします。 
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今、川本町さんの発表は、まだ本番のために十分準備したものというようなものでは

なくて、今、まさに準備中です。これからいろいろお考えになると思いますが、今日のこ

の場も、これから川本町の皆さんが発表に向けて、どんな準備をしていけばいいかという

ことをお考えになる上で参考になる時間になればと思っております。 

 今の映像が１０分ずつ２回ありました。それからマイクでの説明が１０分程度ありまし

た。実際に本番は第３分科会で子どもを中心にした、つまり、地域における若者をどう地

域が育てていくか、そこに社会教育がどんなふうに作用していくか、そういう分科会であ

るというふうに思います。当然でしたけれども、川本町の小学生、中学生、高校生、大学

生に至るまで、しかもそれが大人とも交じり合って、若者が元気に育っていく町を目指し

ているという感じを受けました。 

 どうぞ、御質問があればお願いします。 

○豊田委員 発表ありがとうございました。とてもいいなと思って僕は感動しました。い

いなと思ったポイントはありますが、質問を２つさせてください。１つは、この「あそラ

ボ」を見ていたら、駅舎、廃線になった駅舎をベースにやっていらっしゃったように見え

たのですが、なぜその場所にしたかということを伺いたいのが１つ目です。例えばですけ

ど、公民館って、なかなか公民館に人が来ないみたいな課題がある中で、公民館でやるっ

ていう選択肢もあったと思いますが、なぜその場所にしたのかということを伺いたいのが

１つ目です。２つ目は、あのような活動をつくるのには、すごく良質な伴走がないと生ま

れてこないのではないかと思っていて、特に大村さんが子どもたちに、伴走するときに何

を意識されたかとか、大人たちが子どもたちに関わるときに、どういう伴走をされていた

かということです。あと大村さんを誰かが伴走してきたのかというところも、後ろの課長

さんかもしれないですし、竹田先生かもしれないですし、その辺り２点伺いたいです。お

願いします。 

○有馬会長 御質問が２つありました。活動の場所、それからこの事業を進めていく主体

者の狙いとか協力者の存在とか、その２つです。 

○大村氏 御質問どうもありがとうございます。まず、１点目、なぜ公民館でなくレール

バイクイベントなのかというところですが、自分は、もともと地域おこし協力隊で川本町

に来させてもらっていて、その協力隊のときに、最初は高校の寮のコーディネーターとい

う形で入っていました。そのときに、レールバイクイベントの主催をしている観光協会に

おられる方とつながって、年代も近かったので結構話しやすい関係性が生まれていきまし

た。その後に自分が「あそラボ」を立ち上げて、観光協会が行っていたレールバイクイベ

ントに、子どもたちの遊べるエリアというのを「あそラボ」の方でしてくれないかという

ような依頼がありました。こちらとしても、自分たちでイベントを企画して、そこに人を

招くというのは、結構大変なエネルギーがいるので、ぜひイベントに乗らせてもらえれば

という形でレールバイクイベントへの協力が始まりました。基本、毎月１回という頻度で
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実施されていますので、こちらとしても参加しやすいというのがありました。自分と主催

の方と関係性ができていて、うまくいかなくても温かく見守ってくださるというか、一緒

に育ててくださるというふうなスタンスでいてくださっているという、そこがすごくこち

らとしても子どもたちを預けやすいというのがありました。 

 なぜ、公民館ではないのかというところをさらに加えると、子どもたちが関わりやすい

公民館の活動、「あそラボ」で取り組みやすいような形がそこまでなかったということと、

こちらに依頼されてくることがあまりなかったからです。先ほどの映像に「まちセンマル

シェ」という活動が少し出てきたと思いますが、そういう年に２回ほどあるイベントとか

には参加しますが、常に公民館でいろいろイベントがあるというわけではありません。多

分、「あそラボ」自体が公民館機能の代わりを果たしているというようなところもあるよ

うな状況が川本町にはあります。その辺りで、自分の説明の仕方が変な誤解を生んでいた

らすみません。 

○坂根氏 すみません、失礼します。大村さんがおっしゃったことは間違いではありませ

んが、少し補足させてください。まず、拠点となっているのは、先ほどのレールバイクの

イベントで、旧JR川本駅、石見川本駅を活用しておりましたが、本来の拠点というのは別

にございます。カフェオレンジという、この大村さんが代表として営んでおられるオープ

ンスペースがあります。ここは、川本の空き店舗を活用して、独自に立ち上げられたとこ

ろですが、そこを使わせていただいて、子どもたちのサードプレイス的な場所に使わせて

いただいているというのが現状でございます。 

 公民館については、川本町内に３か所ありますが、いずれも子どもたちが学校帰りに集

まりにくい地理的、位置的な問題があります。このカフェオレンジという「あそラボ」の

拠点になっているところが、町の中の商店街というか、中心部にございますので、学校帰

りに子どもたちが集まりやすいという地理的な面があるというふうに思っています。 

 ２点目の伴走について。 

○大村氏 ２点目についてなんですけれども、意識していることは、取りあえず、否定し

ないということと、まずは受け止めるということが一つあります。自分は失敗しても全然

問題ないと思っています。失敗から学ぶことはたくさんありますし、学生までの失敗とい

うのは結構評価されることが多いので、自分は失敗してもいいという感じで押し出すこと

を意識しています。でも結局、子どもにはすごい力があるので、手応えを感じてもっとい

けるもっといけるっていう感覚になったり、ほかの大人の方から褒められるようないい言

葉をかけてもらったりして、こちらがそこまで声かけや、先回りして動いておくようなこ

とをしなくても、うまくその流れに乗って勝手に自走していくというような状況がありま

す。ただ、ベンチャーキッズスクールなどの事業の組立てというところは、自分もまだま

だ経験は浅く、うまく伝わっているのかは分かりませんが、今まで自分が培ってきたもの

を教えています。ゲーム大会を開くなど自分たちで楽しむようなイベントは中高生主体で
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企画させながら、大学生たちに任せて穴がないように見てもらったり、サポートしてもら

ったりするようお願いしています。伴走のところで意識しているのは、そんなところにな

ります。 

 自分に伴走してくれているということについては、自分は大学で地域づくりを学んでき

ましたが、社会教育についてしっかり専門的に学んだということをしていない人間です。

そこを竹田先生が、自分のやっていることは社会教育の文脈に置き換えるとこういうこと

だという感じで整理してくださるので、それがすごくありがたいです。自分のしているこ

とがずれていないとか、軌道修正した方がいいとかがそこで分かるので、それが非常に大

きいと思っています。後ろにおられる課長たちが、温かく、遠くから見守ってくださって

います。自分が川本町に地域おこし協力隊として来たときから、課長にはお世話になって

います。大きな予算をつけてもらったり、いろいろと心配してくださっているというのが

人づてに伝わってきたりして、それに何か応えたいというような関係性もあります。今ま

で一緒に何かをしてきたという経験や、遠くから見守ってくださるというようなスタンス

が、直接的な伴走ではないかもしれませんが、自分にとってはすごく心強く、ありがたい

というふうに感じているところです。以上になります。 

○豊田委員 ありがとうございます。 

○有馬会長 ありがとうございました。今、豊田委員さんからの御質問が一つあっただけ

でございますので、あと全ての皆さん、何か御質問でも御意見でも感想でもおっしゃるこ

とがあると思います。時間は十分ありますので、どうぞ。 

○板垣委員 公民館を運営している立場でございます。公民館を選択肢の中から少し外さ

れたという経過の中で、皆さん方の使い勝手という面で、どの辺が、こうであったらいい

というようなところを、逆に教えていただければ、我々も公民館運営の参考にさせていた

だきたいと思うところでございます。それから、まだ動画では、皆さん、小中高大学生と

いろいろと出てらっしゃいましたが、世代が上がったおじいちゃん、おばあちゃん、お父

さん、お母さんといった方々は一緒に見ておられたのか、参加されていたのか、その辺を

教えていただけたらと思います。 

○大村氏 御質問どうもありがとうございます。自分が、「あそラボ」での子どもたちを

見ていて感じるのは、やっぱり人に集まるということです。居心地のいい場所とか、ゲー

ムがあるとか、Ｗｉ－Ｆｉがあるというのは、結構重要ではあると思いますが、でもそれ

以上に、やっぱり中高生の男の子などは、大学生のお兄さんと話せる、一緒に遊べるとい

うところに引かれて来ていると思いますし、小学生は、基本的に「あそラボ」の対象では

ないのですが、遊んでくれる中高生、大学生のお兄さん、お姉さんがいるから遊びに来る

というようなことも起きているので、少し上のお兄さんとかお姉さんがいると自然と集ま

ってくるという感じがしています。それは公民館に限らず、多分、どんな場所においても、

何かそういうふうなことを子どもたちが求めているという気がしています。公民館に、さ
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らにあるといいのは、ゲームはやはり今の時代においては強いというのは正直思います。

それを親御さんによっては、いい悪いっていう判断をされる方はいると思いますが、自分

が見ている感じでは、家の中で一人黙々とゲームやるよりも、いろいろな世代、小さい人

もいれば、自分より上の子もいるような中でわいわいゲームをしている方がまだいいので

はないかと思っています。 

 あとは、「あそラボ」に来ている子は、遊びに来るというだけではなくて、ちょっと安

らぎを求めにくるというような子もいます。悩んでいることを取りあえず吐き出せる相手

は、お兄さん、お姉さんとかでもできるかもしれないんですけれども、やっぱり、安心で

きる大人の人、そこに行けばいつも会えるっていうような、常に変わらない安心できる大

人の人というのは、そういう子たちにとって結構大きい存在なのではないかと思います。

基本的にはやっぱり「人」ではないかと感じています。 

 「あそラボ」の今後の課題としてあるのが年上の方の取り込みです。「あそラボ」は今、

中高生の居場所と認識されてきましたが、逆を言えば、中高生とか大学生よりもさらに上

の世代が入っていいものなのかというような認識になっています。拠点になっているカフ

ェオレンジという場所を、そういう人たちも集まれるような形にしていくというのは一つ

課題になっています。 

ただ、その拠点ではなかなか交流は生まれませんが、イベントなどに行くと、やはり

子どもたちが人のつながりの核になっています。子どもたちが遊べるようなブースは、

「あそラボ」の子たちが様々なイベントで任せてもらえているので、そこで小さい子やそ

の保護者の世代と関わることができます。高齢者に対しては、昔、自分で作った幾何学模

様の塗り絵を高齢者の人に使ってもらうプロジェクトを進めた子がいて、そういう子は高

齢者サロンに行って関わっていました。今後、コロナも５類になることが予定されている

ので、そのところも含めて今後どうしていくといいかというのは、自分の中での一つの課

題ではあります。拠点ではないのですが、イベントを通して、いろいろな人との交流はち

らほらあるような状況になっています。 

○板垣委員 大変貴重なお話ありがとうございました。 

○有馬会長 ありがとうございました。 

 どうぞ、他の人、お願いします。 

○久佐委員 御無沙汰しております。土の根を開墾されたところから始められた、あの畑

がすごくきれいになっていたり、カフェオレンジにあんなにもたくさん入っていたりして、

初めて展開したときからわずか２年の間に、すごく変化を感じさせていただいて、すごい

と本当に思いました。 

 私は学校の者なので、少し学校との関係でお話をさせていただきます。当初高校の魅力

化であるとか、高校の地域課題解決型学習とか、そういったものの位置づけの中で、地域

活動もというところも今回の企画のスタートにあったのではないかと思います。完全に個
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人がフリーで参加する地域活動もあれば、部活動という学校のカテゴリーだけどある程度

個人の意思が尊重される活動もあれば、授業という学校の教育活動の中での活動もありま

す。いろいろな中高生の関係をつくるというときに、いろいろな立ち位置の中で、子ども

たちが関わるのではないかと思います。今日、今見せていただいたのは、どちらかという

とフリーな自主参加ということだったと思いますが、例えば、それが、県内の全域で実施

されている、高校の魅力化の中でも、カリキュラムとしてやられるところもあれば、地域

系部活動での関わりもあります。今、カフェオレンジさんの高校との関わりというものは、

どういう位置づけになっているのかということや、小学生や中学生が関わるときには、安

全のことであるとか、この活動はどういう位置づけで取り組まれているのかということに

なったときに、有志の皆さんの活動ということなのか、町の事業としての位置づけなのか、

または、そこに関わる広報の仕方などはどうでしょうか。 

子どもが活躍するとか、地域の大人もそれに関わって元気が出るという一つのビジョ

ンとしては、とてもそれに反対する人はいらっしゃらないと思いますが、それを実現する

ためには、幾つかの大人の都合が出てきて、連携が進まないこともあるのではないかと思

います。例えば、行政にそこのところのバックアップをしていただくのか、何で自分たち

が目標を共有する場に参加しなければいけないのかということも踏まえて、土壌ならしに

ついて教えていただきたいと思います。 

○大村氏 御質問どうもありがとうございます。高校のシステム的にどうなのかというと、

自分もうまく説明し切れませんが、今、基本的には、「あそラボ」の子たちは、有志で集

まって、有志で活動しているというような状態になっています。コーディネーター時代も、

高校生とかを連れて地域活動に一緒に行くことがありました。高校生を連れていくときに

は、取りあえず高校の先生にお話をして、この子連れていきますとか、保険のところ大丈

夫ですかというのを確認していました。自分が地域おこし協力隊で来たときに、島根中央

高校の校長先生も、先生があまり関わり過ぎると「あそラボ」の子どもたち主体のよさが

なくなるというような考えを持たれていました。基本、教員はなるべく関わらない、でも、

応援はする、理解はするというようなスタンスを取られていて、そんなに高校と常に密に

なって何かをしているような形はありません。探究学習とか、いろいろ地域に出るような

活動、授業とかはありますが、それらに「あそラボ」として関わるというのは、特にはな

いというような状況があります。 

中学校に関しては、立ち上げの頃は、「あそラボ」って何だといった、謎に思われる

状態がありました。高校の場合は、大村がやっているからということで先生たちも理解し

てくださって、特に問題ない感じで進められましたが、中学校については、それまで全然

関係性がなかったので、川本町教育委員会が一緒になってやっている事業ですというとこ

ろを最初文書で出させてもらいました。行政が一緒になってやっていますということが分

かるような形で進めてくださって、そこに地域に子どもたちをどんどん出していきたいと
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いう中学校の先生が１人おられ、その先生とつながりができたので、中学生を有志で集め

やすいような状態ができていったというようなところがあります。 

小学生に関しては、ベンチャーキッズスクールの子については、保護者さんと自分と

で毎回やり取りするというような形で進めていて、システムというよりもまだ俗人的なと

ころでやっています。顔の見える関係性が生まれやすい人口の規模だからこそできると思

っていて、それがシステム化できると多分ほかの場所にも転用がしやすくはなるのかなと

思います。自分もちょっとまだ見えないというところですが、この辺をしっかり整理して

いけるといいというのは個人的に思っているところです。 

○久佐委員 ありがとうございました。 

○有馬会長 それでは、次にほかの人もお願いします。質問もですが、意見や感想もおっ

しゃっていただくといいと思います。よろしくお願いします。 

○大地本委員 発表ありがとうございました。幾つか質問がありますが、まず、この事業

の全体のことです。これは、川本町の教育委員会として予算を取ってきていて、カフェオ

レンジさんに委託してその事業をしているという認識で合っていますか。 

○大村氏 はい。 

○大地本委員 分かりました。ありがとうございます。今までのいろいろな事業について

「公民館等」に対してとあります。その「公民館等」というのは、地域のそういう公民館

的な機能を持っている組織に対しても、こういった事業が当てはまるということでいいで

しょうか。それは県のほうに聞いてみたいのですが、「等」というのがどこまでを含んで

いるのかというのがちょっと聞いてみたいと思いました。あと、先ほどの久佐先生のお話

につながるところですが、任意の生徒さんたちが活動に出ておられるということですが、

それを学校側も応援して出していく、後押しをしているという関係性だとは思いますが、

実際活動に出た生徒さんたちの状況について、情報共有みたいなことは何かされているの

かというところをお伺いしたいです。 

○有馬会長 それじゃあ、最初に事業費について県の方からお願いします。 

 では、課長さんお願いします。 

○野々内課長 本日の資料でいいますと９ページになりますが、つながりづくり「ふるさ

と活動」実践事業、昨年まではふるさと活動モデルづくり事業と言っておりました。その

９ページのところでいいますと、２の事業内容のところの（１）の市町村支援、①市町村

の取組のところのポツで、「公民館等や地域住民等の協力を得ながら」とあります。お問

合せあった公民館等の等の部分については、ここでの意味はコミュニティーセンターとか

まちづくりセンターという、いわゆる公民館ではない、公民館に類するような施設のよう

なことを言っておりますので、ここの等ではありません。ただし、その次に「地域住民等

の協力を得ながら」とありますが、ここにカフェオレンジさんが該当するという意味です。

絵にありますけれど、下の方に小さく島根県教委というのが緑色であって、その上にオレ
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ンジで市町村教委というのがあります。そこが子どもや大学生・若者のふるさと活動を支

えているという形になっていますが、事業の構築としましては、島根県としては市町村を

支援し、その市町村が地元で活動される団体を支援するという形になっております。ここ

で高校生、中学生、あるいは小学生、大学生とかが一緒になって活動する、これを我々は

ふるさと活動と称しています。その前のページ、８ページにふるさと教育というのもあり

ますが、学校の方ではふるさと教育というのを学んでいるというところを、実際に地域で

実践活動をしてみようというのがふるさと活動でして、そういったところを支えている場、

実際の現実の成功例といいますか、モデルとなっているようなところがカフェオレンジさ

ん、「あそラボ」さんだと思っております。以上です。 

○石原副教育長 すみません、補足させていただきます。川本町さん、本当にありがとう

ございます。令和２年度から３年度に「ふるさと活動モデルづくり事業」ということでス

タートさせております。その際に、世代を超えた人とのつながりづくりというものをつく

っていただきたいということで、県の方の予算も確保してモデルということで取り組みを

始めていただきました。それが令和２年度と３年度で、今年度から先ほど課長が説明しま

した、つながりづくり「ふるさと活動」の実践ということで、モデル事業から発展して進

めていただいているところです。そういった世代のつながりづくりを期待していましたけ

れども、すばらしい活動に発展させていただいておりまして、本当に感謝申し上げます。

本当にありがとうございます。当初いろいろ思い描いていたのですが、本当に実現できる

のかどうかというのは、少し不安もありながらのモデル事業予算でしたので、形にしてい

ただいて、さらに、先ほど見せていただいたビデオでも本当に子どもたちが生き生きと取

り組まれているということも実感させていただきました。このつながりづくりふるさと活

動、この事業も令和６年度までの予定にしております。今後の事業というのは皆様の活動

の状況ですとか、あるいは社会教育委員の皆様の御意見などを反映させながら、令和７年

度以降の事業にも生かしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○大地本委員 ありがとうございます。では、この「学びのサイクル」による人づくり推

進事業とかも、別に公民館がしなくてもできる事業でしょうか。 

○野々内課長 失礼します。社会教育課長でございます。学びのサイクルの方につきまし

ては、地域の団体さんとこれは公民館等が一緒になってということで立てつけというか制

度設計させてもらっております。本当であれば地域単体だけでもできるかもしれませんし、

公民館だけでもできるのかもしれませんが、今回は一緒になってということでと思ってお

ります。ちょうどこの「学びのサイクル」による人づくり促進事業、今回新規事業でさせ

てもらっていて、ちょっと分かりにくいところもあるかと思っていましたが、たまたま先

ほどの「あそラボ」さんの発表の中で「全人類が楽しめる祭りイエイ♪」がありましたが、

あれが一つの究極の答えかと思っております。なぜかといいますと、まさに「あそラボ」

に集った子どもたちが、レールバイクイベントですとか、ふだんの大きなお兄ちゃんたち
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との交流などによっていろいろなことに気づいたり、楽しんだり、あるいは達成感を得た

りしています。そうしたら、やっぱりもっとやってみたいということになって、三原まち

づくりセンターのマルシェに参加していきました。もっと楽しみたい、もっとやってみた

いという欲求や向上心が生まれ、さらにイベントをやっていきたい、それなら、１２月は

できなかったけど自分たちでつくってみよう、それが「全人類が楽しめる祭りイエイ♪」

になっていきました。どんどんどんどん自分たちの達成感が向上心につながっていって大

きくなっていく、そこでいろいろなことをまたやってさらに気づいていき実行力につなが

っていくというような、まさに先取りされてしまったというか、新規事業ですけれどもう

始まってしまっているというような、そんなふうに私は感じたところでございました。川

本町さんの取組、非常にすばらしいと思っておりまして、今回新規事業で紹介させてもら

っておりますが、今後取り組まれとるところにつきましては、まさに公民館と地域のＰＴ

Ａでも婦人会さんでも、一緒になって取り組んでもらえればと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○大地本委員 ありがとうございました。 

○竹田社教主事 そうしましたら、子どもたちの活動のフィードバックを学校に対してど

ういうふうに行っているかということですが、島根県が作成しているキャリア・パスポー

トに教育委員会が作成した地域活動参加証をため込んでいくような作業をしています。地

域活動参加証は、地域活動に参加した子どもたちがもらえる名刺サイズのカードです。 

当初は、毎月の第１月曜日に「あそラボ」のミーティングをしていて、関係者や先生

方と集まる機会があり、そこで自分たちの活動に対する自身の振り返りをし、それを地域

の方に一回返して、地域の方のフィードバック受けるという循環をつくろうとしましたが、

それを毎回毎回やっていこうと思うとお互いかなりしんどくなってしまいました。そこが

目的になってしまったら本末転倒だということで、カードにして担任の先生や担当の先生

にお渡しして配ってもらうだけにしました。振り返りはしてないということではなくて、

必ず地域で活動した際には子どもたちの振り返りを取るようにしています。付箋に感想を

書く、次につながる言葉とか気づきだとか、そういったことを書いてため込むようにして

います。フェイスブックがございますが、そこに全て掲載しておりますので、先生方もそ

このフェイスブックにアクセスしてもらえれば、子どもたちがこんな体験をしてこんな感

想を持っているということを見ていただくことができます。見ていただいているかは分か

りませんけれども、そういった取組はしているところです。 

あと、年に２回ほどふるさと教育の推進連絡会というのを教育委員会主催で開催して

います。その場でも年間を通しての子どもたちの変容ですとか、活動の様子、今後こうい

うふうになったらいいということを、集まっていただいた小・中・高校のふるさと教育で

すとか地域連携担当の先生、コーディネーター、公民館職員、まちづくりセンター職員と

情報を共有して進めているところです。これが現在の状況になります。 
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○大地本委員 すばらしいなと思いました。ありがとうございます。 

○有馬会長 それでは、次をお願いします。ありませんか。 

○賀戸委員 すみません。婦人会の賀戸といいます、よろしくお願いします。素朴な質問

ですけれども、大村さんがもともと地域おこし協力隊として島根県の川本町を選ばれた理

由は何かあるのでしょうか。 

○大村氏 御質問ありがとうございます。自分はもともと神奈川県横浜市の出身で、そこ

で高校生とか大学生と一緒に地域づくり、まちづくり活動をしていました。ちょうど東日

本大震災があったときに被災地に行くことがありまして、まちづくりだけではちょっとや

っていけないというか、人が本当に町をつくるためには教育が必要だというところから少

し教育の方にも興味を持ち出して、教育と人づくりとまちづくり地域づくりというのを同

時に進められる事業をつくれないかということをすごく考えていました。ただ、横浜は地

域に子どもが出ていくということがすごく難しくて、例えば事件の問題があるだとか、安

全管理の問題というところはすごく大きな壁になっていて、ここだと難しいと考えていた

ときに、ふと地域おこし協力隊を調べてみようと思いました。調べたときに、島根県には

教育という分野が一つありました。自分は一次産業、二次産業くらいしかないのかと思っ

ていたのですが、教育という分野があって、そこにチェックを入れたら島根県がたくさん

出てきました。コーディネーター系の仕事がたくさんあったのですが、川本町が少し違っ

たのが、そのコーディネーターの配属される場所が役場の中というところでした。他は基

本、配属先が高校でした。神奈川県にいたときに高校の先生と一緒にいろいろやってみま

したが、高校を間に挟むと動きにくいというところがあったので、町という立場だったら

また違ったアプローチ、可能性があるというところが一つ川本に興味を持ったというとこ

ろです。あとは、会おうと思えば全員会えそうな人口の規模っていうところと、その当時、

町の総合戦略に、「夢と可能性に挑戦する人材が循環するまちへ！」というスローガンが

掲げられていたので、そこが自分にとってはすごくヒットしたというか、自分もそういう

町をつくり、残していきたいというようなところがありました。実際に川本町に来て、い

ろいろな人との体験プログラムがあったのですが、そこで人と関わる中で、この人の距離

感ちょっと都会に近いものがあるな、つかず離れずというか、そんなに監視されている感

覚もないけれども、でも心配もしてくれそうな距離感っていうところがすごくいいと思っ

て川本町を選んだという感じで、大成功でした。 

○賀戸委員 ありがとうございました。本当、人のご縁というのは大切なものだとつくづ

く思ったところです。本当にいろいろと理想どおりの動きをされていると思います。うち

の自治体は規模も全然違います、人口も川本町のほんの数分の１で生徒の数も本当少ない、

でも、その中から何か事業で参考にできることがあればちょっと挑戦してみたいと力をも

らいました。ありがとうございました。 

○有馬会長 ありがとうございます。 
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○高橋委員 失礼します。松江の城北幼稚園の高橋です。よろしくお願いします。今日は

この川本「あそラボ」さんの活動を見せていただきました。感想ですけれど、すごくすて

きな映像をたくさん見せていただいたと思いました。子どもたちがあんなに生き生き元気

に活動するということにすごく感動しました。見て思ったのは、お兄ちゃんやお姉ちゃん

というのは本当に大人よりずっと子どもたちのことを上手に教えて、子どもたちの意見を

十分すくい上げて、育てていく一番の力だということをすごく感じました。こんな経験を

した子どもたちが将来、高校を卒業したらどこに行くのか分かりませんが、あたたかい自

分のふるさとと思ってきっと帰ってくると思います。自分のふるさとに帰ってくるという

ような、そんな姿を思い描けたというか、そんな感想を持ちました。今日はいい映像を見

せていただきまして、発表も聞かせていただきまして、ありがとうございました。 

○有馬会長 藤井委員さん、隠岐から見て今の川本さんの活動どう思われましたか。 

○藤井委員 隠岐、西ノ島町から来ました、藤井と申します。発表を聞かせていただきま

した。ありがとうございました。何となくそういう現場から離れていた自分がちょっと恥

ずかしいと思いつつ、こんなにダイナミックな動きになることが何かわくわくして、本当

刺激をいただいた、目が覚めたという事例だったと思っています。 

 この発表を聞きながら少し思ったのですが、社会教育施設の在り方とか現状にちょっと

もやもや感があった１年だったので、もう少しそこの情報をいただけたらというふうに思

っています。例えば、地域で編成された公民館がまちづくりセンターと共同して、そこが

実はもう公民館がなくなってそこの職員さんも仕事ができなくなった、まちづくりセンタ

ーの一本だけ残ったという地域もあります。今年に入ってある地域の方に研修で話をして

ほしいということで行かせていただきました。まちづくりセンターから公民館が丸ごと移

管して３年間研修がない状況の中で、たくさん悩みながらまちづくりセンターの職員さん

たちが一生懸命頑張っておられました。社会教育を基盤にした地域づくりをしていくとい

うのは、島根県が日本の最先端を走っているところだけれども、実際にそういったことを

進めていくところがどんな現状にあるのか、皆さんがどんなことを悩んでおられるのかと

いうのも、今日の発表を聞きながら気になったところです。 

○有馬会長 ありがとうございました。 

 じゃあ次、浜崎委員さんお願いします。 

○浜崎委員 発表ありがとうございました。純粋に、社会教育はいいなとすごく思って聞

いていました。組織がはっきりすればするほどミッションに縛られて動きにくくなるとい

うのを学校に戻ってすごく感じているので、ザ・社会教育の動きで羨ましいと思いました。

有志でやっておられるのはそのままでいいのではないかと思って聞いていましたし、町の

方が後ろに２人来ておられるのですが、この肝の据わり方もすばらしいな、いいなと思っ

ていました。最初に教育長が挨拶をされた話が腑に落ちました。川本の規模だからこその

よさがすごく表れていて、何か安全に活動もできてファジーでも受け入れてもらえる規模
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で、みんなが何となく活動がよく分かっていてバックアップもできるという、うまくそれ

を利用して活動しておられるというのが羨ましく思いました。小学校の校長ですので、そ

の立場からするとこの活動をよく知って逆に利用するように学校もならないといけないと

深く深く反省しながら聞いておりました。以上です。ありがとうございました。 

○有馬会長 それでは、高尾委員さん、お願いします。 

○高尾委員 大変すばらしい活動報告を聞かせていただきました。ありがとうございまし

た。ちょっと質問を１点だけさせていただきたいのですが、先ほど子どもたちの生き生き

とした表情とか、大学生の意欲的な活動ということを聞かせていただいておりますが、逆

に、この活動を通して子どもとか子育て中のお父さん、お母さん方の、地域に向ける潜在

的なニーズが明らかになったようなものはありませんでしょうか。要するに地域に何を求

めているかとか、こういう点があったらいいというようなことが裏返っていって、その活

動の原動力みたいになっている部分もあるのではないかという気がします。その辺りにつ

いて何かお感じになったことがあればお聞かせ願いたいと思います。 

○大村氏 御質問ありがとうございます。自分が一番感じているのは、やっぱり子どもた

ちが自由に遊べる遊び場というか、自分たちがいてもいいという、じゃけんにされないよ

うな場所が求められていたのではないかという感じがしています。中高生に関しては、や

はり学校とか家とか、寮生とかもいたりしますが、そこ以外にも自分を解放できる場所、

仲のいい友達と自由に過ごせる空間というところが一つ求められていたのではないかとい

うところがあります。 

小学生とか小さい子たちに関していうと、「あそラボ」の拠点は川本の町なかにある

のですが、なかなか思い切り遊べるような空間というのがありませんでした。でも、そこ

を空間という解決方法ではなくて、「人との遊び」というところで子どもたちが欲求を発

散している感じがします。 

遊びが生きる場所、自分を気兼ねなく解放できる場所というのが小学生から中高生に

とってはすごく求められていたのではないかという感じがしています。 

 保護者さんについては、なかなか見えないところではあります。時々不登校ぎみな子と

かも来て、でも地域で活動することを通して、それをきっかけに学校にもう一回行けるよ

うになっただとか、不登校が解消されたというようなことを言ってくださる保護者さんが

います。別にそういうケアの場所としては考えていたわけではないのですけれども、取り

あえず来た子たちを全部受け止める、受け入れるというスタンスでいたら、そういうケア

の必要な子たちも自然とそうなったようです。特に何か技術があるわけではないのですが、

多分子どもたち同士の関係性だったり、地域に出ていったときの大人の方の声がけだった

りによって、いい形で解消されていったのではないかということを付け加えておきます。

以上になります。 

○高尾委員 ありがとうございました。 
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○有馬会長 ありがとうございました。予定した時間が来ておりますので、そろそろ終わ

らなければいけないと思います。最後にまとめるよう言われておりますが、皆さんの方か

らも貴重な意見をいただきましたので、川本の皆さんまたそれを生かして、発表に向けて

準備を進めていただけたらと思います。私も映像を見せていただいたり、説明を聞かせて

いただいたりしながら、きっといい発表ができると非常に大きな期待を持たせていただき

ました。 

 基礎的、基本的な話というか一般論的な話にもなるかもしれませんが、やっぱり社会教

育というのはいろいろなファクターを持っているという意味で、何もかも発表の中へ盛り

込むというわけにいかないところがあって、発表全体の中で何を中心に主張するかという

ことも考えていかなければなりません。川本町さんは何を取り上げてもできるだけの素地

を持ってらっしゃいますので、どうまとめて発表するかということが一つはあるかなと少

し思いました。活動の映像を見させていただきまして、立派に楽しみつつ子どもたちが活

動している様子が伝わってまいりますので、これは既に大きな財産だというふうに思いま

した。特に、小中高大学、それに大人が少し絡んで、縦につながったというあたりを、一

つの売りにしていくということも一つの手だというふうに思います。 

 どの地区でもそうですが、小・中学校ぐらいまでは地元の子どもを地元で育てるという

ことが容易にできるのですが、高校、大学になりますと地元を離れるというのが一般論で

す。したがって、高校、大学に当たる年齢の子どもたちが、「地域で育てる」ということ

から離れていくことは社会教育の大きな問題点です。それを川本町は高・大を含めてとい

うことにチャレンジしていらっしゃるという点、これは川本の持っている一つの土地の有

利さもあるわけです。つまり、島根中央高校が地元にあって、小中高とつながっていると

いう点です。それを生かして高校生や大学生の年齢の子どもを地域でどうするかという課

題に挑戦するということが一つの可能性としてあるわけです。たまたま面白いのが、小中

学生よりも高校生の方がよそから来た人間が多いという現状があるのではないかと推察し

ているわけです。そのことをどう我々が捉えて、よそからたくさん来ている高校生を地域

でどうやって育てていくか、一緒になって育てていくか、この辺も面白い課題なのです。

今あちこちで起こっております外国人も含んだ地域の若い子どもの教育をどう考えるかに

つながると思います。その辺が面白さとしてあるし、これからの時代の中での大事なテー

マの一つになるわけです。ただ、それを中心にしていくのがいいかどうかはまた別問題で

す。 

 今お話ししたのは、子どもをテーマにした分科会ということで、地域で子どもをどう育

成していくか、そこに大人がどう絡んでいくかという問題です。活動をする側の子どもの

視点で今お話ししているわけですが、実はその子どもたちをどう育てていくかという事業

主体自体の問題があるわけです。それが今、委員さんの方からも出てきたと思うのですが、

事業を推進する主体がどこにあるか、地域によっては公民館やコミセンが中心になってい
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るというのもあるかもしれません。この島根の社会教育のテーマが地域づくりにおける地

域のつながりづくりというテーマが入っておりますし、事業主催する県のお金もその点を

念頭に置いて、公民館が強力な力でやっていきさえすればいいというふうな問題ではなく

て、やっぱり地域ぐるみという言葉が当てはまると思いますけれども、そういう視点で子

どもを育てていくと、学校と地域、学校といっても高校も巻き込んでというふうになって

くるわけです。そういう事業主体、推進する主体の問題があります。どちらかというと今

日、映像で見た範囲では事業の主体者は誰なのか、動かしているのは誰なのか、背後でコ

ントロールしているのは何なのかというあたりがちょっと見えにくいところがあったわけ

です。その辺を発表としてどう説明していくか、分かりやすく見える化していくかという

あたりも問題かというふうに思いました。つまり、島根がテーマにしておりますつながり

づくりという点でそれが見えるようにしていくということが大事なのではないかと思いま

す。 

これは、実質進めている側の支援者の厚みとか広がりとかに関わってくると思ってい

ます。島根の特質として、島根はいい人が多いわけですから、温かく遠くから見守ってく

ださる人がいて、子どもたちをずっと温かく見て応援してくださっています。このことは

よく分かるのですが、非常に曖昧さも伴っていて、見えないところもあるわけです。そう

いうこともつながりづくりの中に大事な要素として入ってくるわけですけれども、それを

どう説明して分かってもらうか。それが川本町の一つの特質としてどう見せていくかとい

うあたりも大事なことになるのではないかなと思います。 

 私は個人的に川本町といったときに、堤防という言葉がちらっと聞こえて、あれも川本

町らしさだなと思いました。江の川があって自然があって、いろいろな人が暮らしていて、

実社会的な人間社会というものも見えないといけないけれども、やはり地域柄という中に

おける自然の川本町らしさみたいな部分も子どもが育っていく上でどう巻き込まれている

かとか、その辺も少し見えるといいと欲張って思ったりもしました。これは考えようによ

って欲張り過ぎると内容が分散してしまいますので、これぐらいで終わりにしたいと思い

ます。 

 最後にしますが、補助金をもらってやるという場合の最大の問題点は、金の切れ目が縁

の切れ目になって、活動が３年たったらストップしてしまうといったことがありますが、

それがないように１年目、２年目、３年目にどういう積み上げをしながら地域に根づいて

いく活動として育てていくかという観点が大事ではないかと思います。もう３０年ずっと

やってきたということをさらにもう少しこうしようと思ってやる研究発表とは違って、新

しく「つながりづくり」という点を目指しているという点で、そんなことを思いました。 

 この間、広島で全国大会がありましたときに、石見の吉賀町が発表されました。活動し

ている代表の中学生が出てきたり、高校生も連れてきていたりしていて、発表の見せ方に

立体的な工夫というのもあるかと思いました。それはなぜかというと、今頃、全国大会も



－29－ 

中国大会も、プレゼンをして終わりといった形が結構多いのです。そこへ生の人間、中心

人物が出てきたり、映像でつながってその場で顔を出してしゃべっている人が出てきたり

すると随分違ってくるということを私は経験的に思っていたものですから、ヒントになる

かどうか分かりませんがお伝えしたところです。 

 今日は川本町の方から遠方おいでいただき発表いただきまして、私たちもいい勉強をさ

せていただきました。ありがとうございました。大変かもしれませんけれども、楽しんで

また発表に向かって御努力いただけたらと思います。ありがとうございました。 

 川本の方の事例発表で勉強させていただいたということで、私の司会もこれで終わらせ

ていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○藤原GL 有馬会長、ありがとうございました。 

 その他事項としまして、委員の豊田様より情報提供があるということですので、よろし

くお願いいたします。 

○豊田委員 すみません、少しお時間をいただきます。社会教育主事講習を島根大学でや

らせていただいていることもあり、事前に人づくり、つながりづくり、地域づくりと社会

教育の関係性みたいなところについて考えていたのですが、あまり何かそこの情報提供と

いうよりは、改めてちょっと感じていることをお伝えできたらと思っています。 

 本当は川本の方も見ていただけるといいと思ったのですが、改めまして、３つのキーワ

ード、人づくり、つながりづくり、地域づくりを考える前に、リンゴの木の絵に書いてあ

るように、人口減少に打ち勝つみたいなところをしっかり意識することが大事だというこ

とを、今日川本の事例を見ながら改めて思いました。そうしたときに２点ありまして、１

つは「私たち」をどう捉えるのかとか、「私たち」というのをどう拡大していくのかとい

うことがやはり大事です。今日、冒頭、教育長から少子化ではなくて子どもたちの過疎化

みたいな言葉もありましたけど、人が流れ出ていくという流れに逆らえない中で、「私た

ち」をどう拡大するか。つまり、今日、最後に竹田先生からもありましたけれども、関係

人口とか、そこの地域に住んでいない人たちをどう「私たち」として捉え直すかというよ

うな、そういうつながりをつくっていくということも大事なのではないかと思いました。

また、以前の社会教育委員の会でもお話ししたかもしれませんが、ふるさと教育と絡めて、

戻ってくるシャケをどう育てるのかというよりは、改めてシャケが戻りたい川をどうつく

っていくのか、シャケが戻ってくる川ってどんな川なのかという問いに対して、大人がし

っかりと向き合っていくってことが大事だということを感じています。そうしたときに、

竹田先生も、「還流」という言葉を使われていましたけど、今いろいろな社会教育の取組

をしているときに、その地域から出て行った子どもたちとどう関わり続けるかということ

が極めて大事になってくると思っています。今日発表にもありましたように、特に大村さ

んの発表にありましたように、上と下の世代をつなげていくような話もありましたが、出

ていった子たちと今いる子をどうつなげていくか、そこを社会教育としてもどんどん取り
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入れて、関わりやつながりをつくっていく仕掛けがあるといいと思いました。うちの島で

も還流といったキーワードでいろいろやらせてもらっていますが、還流という人が戻って

くる、ぐるぐる回るといったことを考えるときに極めて大事なのは、狙い過ぎないという

ことだと思っています。先ほどの戻ってくる川というのはどんな川なのかというと、子ど

もたちが帰ってきたい、もしくは今日の大村さんみたいに島根生まれのシャケではないけ

ど、ふらふらっと迷い込んでくるシャケをも取り込むような、そういう地域ってどういう

地域なのかみたいなことを考えていくということが大事だと思いました。 

 そうしたときに、本当に大事なことはどんどん試行していくことだと思っています。ど

んどんお試しでやっていくことだと思っていて、今日もやっぱり大村さんの取組とか位置

づけが結構分かりにくかったと思いますし、曖昧だったと思いますが、これが実は極めて

大事なことで、まさに境界線を溶かすとか、どこに所属しているか分からないみたいなこ

とが、管理する側からすると非常に難しい話ですけれど、そういう存在をちゃんと許容し

ている役場の方、そこをしっかりサポートされている先生、竹田先生みたいな存在がすご

く大事だということを改めて思いました。新しい価値を生み出していく人たちに調査した

ときに、新しい価値を生み出していく人たちの共通点は、隣に「いいじゃんいいじゃんお

じさん」がいるということでした。「そのアイデア、いいじゃん。」「困っていることが

あったらつなぐよ。」というような、そういう存在が例えば役場の課長さんだったり、竹

田先生だったりではないかと思っていて、そういう人たちをこの社会教育分野でもたくさ

んつくっていくということが大事だと思いました。 

もっと言いますと、若い子たちにどんどん担い手になってほしいのだったら、あわせ

てトラックを空けるというか、そういう若い子が走れるトラックを、まあ自分も含めてこ

れは自戒の念も込めて言いますけど、長くおじさんたちが走り続けないという、トラック

を空けてあげて新しいチャレンジの場所を、席をちゃんと用意してあげるということが大

事だと思いました。 

今日は川本の事例を伺って、子どもたちだけではなくてそこに関わっている大学生と

か、大人が学ぶ、共学していくというような、今まさに学校教育で、先生が子どもたちに

教えるだけじゃなく、先生たちも学んでいくというような、学びの在り方が変わっていっ

ているというところを、もっともっと社会教育にも入れていく、アップデートしていくと

いうことが大事だと思いました。少し時間を取っていただきましたけれども、お伝えした

かったことは以上です。今日はありがとうございました。 

○藤原GL ありがとうございました。 

 事務局からは以上でございます。全体を通しまして、皆様の方から何かございませんで

しょうか。よろしいでしょうか。 

 そういたしますと、最後に、石原副教育長の方からお礼を申し上げます。 

○石原副教育長 副教育長石原でございます。有馬会長様、高尾副会長様はじめ、社会教
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育委員の皆様、そして川本町の皆様、どうもありがとうございました。今日、本当に様々

な御意見をいただきましたし、川本町様の事例を通して、いろいろ私たちも気づかせてい

ただくことがたくさんございましたし、まずやはり地域づくりと社会教育というものがど

れだけ密接であり一体的に進めていかなくてはいけないかということを改めて考えさせて

いただくことができました。これまでの委員の会議の中でも、横串というものについての

御意見等ございましたけれども、施策の横串と併せて世代間といいますか、小中高とその

他の世代間での縦のつながりというものを、いかに社会教育の中で育てていく必要がある

のかということも、今日改めていろいろな御意見をお伺いして感じたところでございます。

今後の施策の方もどういった形を進めていったらいいのか、まず川本町さんの例を実践例

として他の地域に広がるようなことも私どもとしては取り組んでいきたいと思います。ま

た今後とも様々な御意見、御提言等、頂戴できたらと思いますので、今後ともお力添えい

ただきますようにどうぞよろしくお願いいたします。本日はどうもありがとうございまし

た。 

○藤原GL 本日の議事録につきましては、後日発言の骨子の御確認をお願いいたしますの

で、その際には改めまして御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、令和４年度第２回島根県社会教育委員の会議を終了いたします。あ

りがとうございました。お気をつけてお帰りください。 

 


